
開催日 試合コード

開催地 会場名

２０１９年　１２月　１日　日曜日 ＃１８

（都道府県名）　熊本県 熊本県立総合体育館
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戦況

見出し ＥＳＰの組織的な守りと攻撃の個人技が光る。

前半

 試合はＥＳＰ のスローオフで始まった。先制は前半３分ＥＳＰＮｏ９９のロング
シュート。その後ＥＳＰが４連続得点。たまらず開始５分ＨＵＮがタイムアウトをと
る。その後一進一退の攻防が続き、開始１０分でＥＳＰ　８－３　ＨＵＮとする。Ｈ
ＵＮはＥＳＰの堅いＤＦを崩すことが出来ず、点差を縮めることが出来ない。
中盤、ＨＵＮはポストを使った攻撃を展開し打開を図る。開始２０分ＨＵＮはＮｏ．
４５のロングシュートなどで３点差まで追い上げる。今度は２３分ＥＳＰがタイムア
ウトを取りながれを変えることを試みる。ＨＵＮも引き下がらず、２６分２点差まで
追い上げる。しかしＥＳＰは、徐々にＨＵＮの攻撃に対してＤＦが適応し始め、守っ
てからの速攻やＥＳＰＮｏ８６の個人技を利かしたミドルシュートなどで追加点をあ
げ、前半はＥＳＰ１８－１３ＨＵＮの５点差で終了した。

後半

後半、ＥＳＰはＨＵＮセンターＮｏ４５へ対しマンツーマンＤＦを引く。先制はＥＳ
ＰＮｏ３９ミドルシュート。後半も両者譲らず、後半９分まで５点差のままゲームが
進む。その後、ＥＳＰはさらに追加点で６点差にし、さらに１１分にタイムアウトを
とり、チームのギアを入れ、さらに追加点で７点差にリードを広げる。しかし、ここ
でＥＳＰは攻撃の要Ｎｏ８６が３回目の退場でレッドカードとなる。ＨＵＮはここで
反撃に転じたいが、ＥＳＰＧＫ１６の好セーブなどで差を縮めることはできない。Ｈ
ＵＮは１７分、３回目のタイムアウトをとり２５－１８の５点差となる。２１分、Ｅ
ＳＰＮｏ２が退場し、退場の間ＨＵＮは３点差まで追い上げる。しかし。その後ＨＵ
Ｎにも退場者が出て、ＥＳＰＧＫＮｏ．１２のナイスセーブもあり、追い付くことが
できない。ＥＳＰがサイドからの多彩な攻撃などもあり、点差がじわりじわりと開
き、２９－２５で試合は終了した。

戦況作成者 岩永　孝博
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